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限りある貴重な資源を有効活用する限りある貴重な資源を有効活用する
プルサーマルに取り組んでいますプルサーマルに取り組んでいます。

関西電力は、美浜発電所３号機事故の
反省と教訓を胸に刻んで、これからも、
再発防止対策を継続的に改善しながら
着実に実施していきます。また、30年を
超える原子力発電所の高経年化対策
や、耐震対策など、適切に安全対策を
おこなっていくことで、原子力発電所の
安全運転に努めていきます。

何よりも安全を最優先に、
原子力発電所の運転に
取り組んでいます。

関西電力は１９７０年、日本の電力会社で
初めての加圧水型原子力発電所として
美浜発電所の運転を開始しました。いま
では関西の社会を支えている電気の約
半分は、美浜、高浜、大飯をはじめとした、
福井県若狭地方にある原子力発電所
から届いています。関西電力は安定した
高品質な電気をお届けできる原子力
発電を、ベストミックスのベース電源と
して位置づけ、安全性の確保を大前提
に毎日の運転に取り組んでいます。

原子力発電はベース電源として、
関西の電気の約半分を
支えています。

発電時にCO2を出さない
原子力発電は、低炭素社会
実現の中核を担っています。

化石燃料を燃やすとCO2が発生しま
す。一方、原子力発電はウラン燃料を
核分裂させて、そのときに発生する熱
エネルギーを利用して発電するので、
CO2を排出しません。また大気汚染の
原因となる硫黄酸化物、窒素酸化物
も出さないため、環境負荷の少ない
発電方法といえます。この他に環境
負荷の少ない発電方法として、水力
発電をはじめ太陽光発電、風力発電
など自然エネルギーを利用するものが

あります。ただし水力発電はすでに
大規模に利用できる場所がほとんど
残されていません。太陽光発電や風力
発電においては気象状況に大きく左右
され、また利用効率が低いために現
時点ではまだたくさんの電気を安定
してお届けすることができません。関西
電力は発電時にCO2を排出せず、長期
的に安定した電気をお届けすることが
可能な原子力発電の安全・安定運転
に今後も取り組んでいきます。

●各種電源別のCO2排出量

●原子力発電所中央制御室

●原子力発電所の定期検査

設備・運用発電燃料燃焼
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発電燃料の燃焼に加え、原料の採掘
から発電設備などの建設・燃料輸送・
精製・運用・保守などのために消費
されるすべてのエネルギーを対象と
してCO2排出量を算定。

出典：電力中央研究所報告書

［g-CO2/kWh（送電端）］

＊原子力については、加圧水型原子力発電所（PWR）と沸騰水型原子力発電所（BWR）の加重平均値。PWRの
　値については「21」。いずれも現在計画中の使用済燃料国内再処理・プルサーマル利用（1回リサイクルを前提）・
　高レベル放射性廃棄物処理などを含めて算出。

●関西電力の発電電力量比

関西電力調べ（過去10年平均 他社受電分含む） 2010年3月末現在

発電時にCO発電時にCO2を出さない原子力発電は、を出さない原子力発電は、
低炭素社会実現の中核を担っていま低炭素社会実現の中核を担っています。
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■プルサーマル計画をすすめている高浜発電所。

●輸入に依存する日本の一次エネルギー

●プルサーマルの流れ

プルトニウム

再処理工場MOX燃料工場

軽水炉（原子力発電所）
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出典：OECD「ENERGY BALANCES」(2009Edition)
※石油、石炭、天然ガスの中に国産が合計で約1％含まれています。
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合があります。
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原子力発電で使い終わったウラン燃料
の約９５％は再利用できます。プルサー
マルとは、その使い終わった燃料から
プルトニウムを取り出し、ウランと混ぜ
てリサイクル燃料（MOX燃料）をつく
り、既存の原子力発電所で再利用する
ことです。エネルギー自給率がわずか
４％しかなく、エネルギー資源が乏しい
日本にとって、プルサーマルは、ウラン
資源の有効活用とエネルギーの安定
供給の面から必要な取組みです。関西
電力では、安全を最優先に高浜発電所
３、４号機のプルサーマル計画に取り
組んでいます。

原子力発電で使用した
ウラン燃料を再利用する、
プルサーマル計画をすすめています。


